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第７回及び第８回横浜市水道料金等在り方審議会について 
 

 第７回及び第８回横浜市水道料金等在り方審議会を開催し、主に、「答申案の作成に向けたこれ

までの議論の取りまとめ」についてご審議いただきましたので、当日の資料及び各委員からいただ

いたご意見等をご報告します。 

 
１ 開催日程等 

  日 程：（第７回）令和元年７月１日（月） 

     （第８回）令和元年８月２日（金） 

  会 場：横浜市水道局 10階会議室 

  出欠席：全委員（９人）出席       

                          

２ 議事内容（別冊資料 参照） 

各回ともに「これまでの開催経過及び今後の審議会の進め方」についてご確認いただいた上で、

第７回は二部構成、第８回は一部構成によりご議論いただきました。 

(1)  第７回の議事内容 

(2)  第８回の議事内容 

第１部 答申案の作成に向けたこれまでの議論の取りまとめ 

１ 横浜市水道局の現状と課題 

・水需要と料金収入 

・現行料金体系 

２ 横浜市にふさわしい料金の在り方 

 ・料金体系 

 ・その他（公衆浴場用の水道料金、料金の定期的な検証、 

利用者への広報、総括原価の算定方法） 

 

第１部 更に検討が必要な事項 第２部 答申案の作成に向けたこれまでの議論の 
取りまとめ 

１ 公衆浴場用の水道料金 

２ 生活用水への配慮の考え方 

３ その他 

・料金の定期的な検証 

・お客さまへの広報 

１ 横浜市水道局の現状と課題 

・基幹施設及び管路の更新・耐震化 

・業務改革と財源調達 

・企業債活用 

・水道利用加入金 

２ 横浜市にふさわしい料金の在り方 

 ・料金水準 

 ・水道利用加入金の在り方 
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３ 各委員からの主な意見 

(1)  第７回における主な意見 

・近未来に発生が予想されている大地震に対して、40年かけて更新を進める計画になってお

り、あまり積極的に更新を進めるイメージになっていないように感じる。 

・将来的には更新需要のパターンとともに、復旧日数や断水戸数等の判断材料を合わせて提

示しながら、市民の皆さまにパターンを選択していただき、目標とする更新の水準や達成

の時期に関する方向性の意見を参考にしながら、水道局として意思決定する方法も考えら

れる。 

・周囲の知人に聞いた範囲では、工事費用が安くなるのであれば、断水時間が長くなる工事

の方法も仕方がないといった意見が多かった。利用者であるお客様の意見を確認した上で、

工事費用が安くなるのであれば断水時間を長くする方法もあると思う。 

・業務改革については、一般的には、民間委託を進めれば費用が安くなると考える風潮があ

るが、災害対応や技術継承など多角的な視点で考慮すると、今後も同様に委託により職員

数を削減することは限界に近いと考える。 

・水道利用加入金については、令和 19年度まで宮ヶ瀬ダム建設に係る残債があることや、新

たな収入源が見つけにくい水道事業体にとって重要な財源であることを考慮すれば、引き

続き徴収すべきと考える。 

・最終的な答申については、市民目線で理解できることが肝要と考えている。 

(2)  第８回における主な意見 

・逓増度が高いため、業務用の大口使用者が節水をすることにより水道料金を抑えており、

その結果、有収水量が７％減少しているのに対して、料金収入は 12％減少となっている。

この傾向は今後さらに強まると見られ、この点から抜本的な料金体系の見直しが必要と考

える。 

・長期的に横浜市民が安心して暮らせるための投資が必要であり、この点から今回のように

パターン別に更新水準を提示して料金水準を検討する方法は有効だと思う。 

・第３回審議会資料で示されたような発災時の断水戸数などを参考に、料金水準とその料金

水準で実現できることをまとめた資料を提示すると市民にとっても分かりやすいと考え

る。 

・料金の見直しにあたっては、将来への投資額とその効果をしっかり伝えることで、単純に

受益者負担だけで料金を決めるのではなく、将来の投資額を含めて負担をお願いしたいと

いうスタンスで進めることが効果的と考える。 

・料金見直しの効果として耐震化の進展による水道サービスの向上、安心安全な市民生活の

確保等、得られる便益を伝えることが重要と考える。 

・水道料金の公平な在り方を議論するためには、今回の審議会のように、まずは、水道の果

たしている公共的な役割について議論することが重要である。 
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４ 審議会の開催経過及び審議の概要 

  審議会の開催経過及び審議の概要は次のとおりです。 

  第８回審議会をもちまして、諮問案件「本市にふさわしい水道料金等の在り方について」  
全ての審議を終了しました。 

 開催日 審議の概要 

Ｈ 

30

年

度 

第１回 ５月 ７日 横浜市水道局の概要及び課題への取組について 

第２回 ８月 ３日 現行料金体系が抱える課題について 

第３回 10月 22日 本市にふさわしい更新事業費の水準と耐震化のペース 

第４回 １月 11日 財政収支見通しと企業債活用の考え方 

第５回 ３月 22日 水道利用加入金と基本料金の在り方 

Ｒ

元

年

度 

第６回 ５月 10日 本市の目指すべき料金体系の方向性 

第７回 ７月 １日 
更に検討が必要な事項 

答申案の作成に向けたこれまでの議論の取りまとめ 

第８回 ８月 ２日 答申案の作成に向けたこれまでの議論の取りまとめ 

 

５ 答申の受領 

  答申につきましては、第８回までの議論の結果を滝沢会長にお取りまとめいただき、委員の皆

さまにご確認いただいた上で、令和元年９月下旬に受領を予定しております。 

なお、横浜市水道料金等在り方審議会条例は、答申を水道事業管理者が受けた日限り、その効

力を失います。 

 

６ 答申後の進め方 

  答申をいただいた後、事業経営の視点だけではなく、横浜市としてより幅広い視点からの検討

を加え、答申に対する横浜市の考え方を整理します。その上で、12月の常任委員会でご説明させ

ていただき、ご意見を伺いたいと考えています。 

その後、いただいたご意見を踏まえて方向性（案）を作成し、令和２年３月の常任委員会にお

いてご説明した後、年度内に方向性を取りまとめていきたいと考えています。 



第７回及び第８回 横浜市水道料金等在り方審議会資料 
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第７回横浜市水道料金等在り方審議会 

議事次第 

 

  日時 令和元年７月１日（月）   

  14： 00 ～  17： 00 

場所 横浜市水道局 10 階会議室 

 
 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

（1） これまでの開催経過及び今後の審議会の進め方 

（2） 答申案の作成に向けた更なる検討とこれまでの議論の取りまとめ 

  第１部 更に検討が必要な事項 

  第２部 答申案の作成に向けたこれまでの議論の取りまとめ 

（3） その他 

 

３ 閉 会 

 

 

 

 

【配布資料】 

資料１ 委員名簿 

資料２ これまでの開催経過及び今後の審議会の進め方 

資料３ 答申案の作成に向けた更なる検討とこれまでの議論の取りまとめ 
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第７回横浜市水道料金等在り方審議会　席次表

石井副会長 滝沢会長

椿委員

濱田委員

宮﨑委員

森委員

岩佐委員

岩室委員

小泉委員

報 道 関 係 者 席 （動 線）

報

道

関

係

者

席

スクリーン

受付

スクリーン

プロジェクター

プロジェクター

出入口（１か所）

記

録

事 務 局 席

関係者席 傍 聴 者 席
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（50⾳順 敬称略）

⽒  名  分  野 所  属

石井　晴夫
イシイ   ハルオ 経営学 東洋大学大学院　経営学研究科　客員教授

岩佐　朋子
イワサ   トモコ 経営学 横浜市立大学　国際総合科学群人文社会科学系列　准教授

岩室　晶子
イワムロ  アキコ 利用者

（市民）
特定非営利活動法人I Loveつづき　理事長

小泉　明
コイズミ  アキラ 水道技術

（都市基盤環境）
首都大学東京　都市環境学部　特任教授

滝沢　智
タキザワ  サトシ 水道技術

（都市工学）
東京大学大学院　工学系研究科都市工学専攻　教授

椿　愼美
ツバキ チカミ 会計 公認会計士

濱田　賢治
ハマダ    ケンジ 利用者

（事業者）
株式会社ホテルニューグランド　特別顧問

宮﨑
ミヤザキ

　正信
マサノブ 水道政策 一般社団法人　日本水道工業団体連合会　専務理事

森　由美子
モリ   ユミコ 経済学 東海大学　政治経済学部経済学科　教授

横浜市水道料金等在り方審議会委員名簿

資料 １
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第８回横浜市水道料金等在り方審議会 

議事次第 

 

  日時 令和元年８月２日（金） 

  14： 30 ～  17： 15  

場所 横浜市水道局 10階会議室 

 
 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

（1） これまでの開催経過及び今後の審議会の進め方 

（2） 答申案の作成に向けたこれまでの議論の取りまとめ 

（3） その他 

 

３ 閉 会 

 

 

 

 

【配布資料】 

資料１ 委員名簿 

資料２ これまでの開催経過及び今後の審議会の進め方 

資料３ 答申案の作成に向けたこれまでの議論の取りまとめ 
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第８回横浜市水道料金等在り方審議会　席次表

石井副会長 滝沢会長

椿委員

濱田委員

宮﨑委員

森委員

岩佐委員

岩室委員

小泉委員

報 道 関 係 者 席 （動 線）

報

道

関

係

者

席

スクリーン

受付

スクリーン

プロジェクター

プロジェクター

出入口（１か所）

記

録

事 務 局 席

関係者席 傍 聴 者 席
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（50⾳順 敬称略）

⽒  名  分  野 所  属

石井　晴夫
イシイ   ハルオ 経営学 東洋大学大学院　経営学研究科　客員教授

岩佐　朋子
イワサ   トモコ 経営学 横浜市立大学　国際総合科学群人文社会科学系列　准教授

岩室　晶子
イワムロ  アキコ 利用者

（市民）
特定非営利活動法人I Loveつづき　理事長

小泉　明
コイズミ  アキラ 水道技術

（都市基盤環境）
首都大学東京　都市環境学部　特任教授

滝沢　智
タキザワ  サトシ 水道技術

（都市工学）
東京大学大学院　工学系研究科都市工学専攻　教授

椿　愼美
ツバキ チカミ 会計 公認会計士

濱田　賢治
ハマダ    ケンジ 利用者

（事業者）
株式会社ホテルニューグランド　特別顧問

宮﨑
ミヤザキ

　正信
マサノブ 水道政策 一般社団法人　日本水道工業団体連合会　専務理事

森　由美子
モリ   ユミコ 経済学 東海大学　政治経済学部経済学科　教授

横浜市水道料金等在り方審議会委員名簿

資料 １
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